
浜松市水道工事共通仕様書 第１３回改訂 新旧対照表 
ページ (旧：令和 4年 7月版) (新：令和 5年 7月版)

1 
第１章 総 則 

第１節 総 則 

１－１－２ 用語の定義 

土木工事共通仕様書（第１編 １－１－２ 用語の定義）の規定によるもののほか、水道工

事共通仕様書で使用する用語の意義は、当該各号に定めるところによる。

(1) 配水管工：「浜松市における配水管工に関する要綱」により資格審査を受け、配水管

工有資格者として登録された者をいう。

(2) 給水管工：「浜松市における給水管工に関する要綱」により承認審査を受け、給水管

工承認者として登録されたものをいう。

１－１－３ 施工計画書 

受注者は、施工計画書について、土木工事共通仕様書（第１編 １－１－４ 施工計画書）の

「(3)現場組織表」に配水管工、給水管工、配水管工補助員、溶接工及びその他専門技術者（以
下「配水管工等」という。）の配置について明記するとともに、「配水管工届」（様式２－１）、

「給水管工届」（様式２－２）及び「技能者等届」（様式２－３）に必要書類を添えて提出しな

ければならない。なお、小規模工事および少額工事については、浜松市小規模水道工事事務取

扱要領（浜松市上下水道部所管）によるものとする。

受注者は、施工計画書の作成にあたっては、受注した工事の施工フローを作成し、受注した

工事内容に即したものを記載する(定形文をそのまま使用するだけでなく、必要に応じて施工手
順が分かる補足資料を別途作成する)。また、記載する施工方法(配管方法や土留め等)について
は、想定されるリスクやその対応策を十分検討し、安全確実に施工ができる内容とすること。

また、工事中、大規模地震発生を想定した施工現場からの避難等の方法も記載すること。

第１章 総 則 

第１節 総 則 

１－１－２ 用語の定義 

土木工事共通仕様書（第１編 １－１－２ 用語の定義）の規定によるもののほか、水道工

事共通仕様書で使用する用語の意義は、当該各号に定めるところによる。

(削除)配水管工：「浜松市における配水管工に関する要綱」により資格審査を受け、配水管
工有資格者として登録された者をいう。

（削除）

１－１－３ 施工計画書 

受注者は、施工計画書について、土木工事共通仕様書（第１編 １－１－４ 施工計画書）の

「(3)現場組織表」に配水管工、（削除）、配水管工補助員、溶接工及びその他専門技術者（以下
「配水管工等」という。）の配置について明記するとともに、「配水管工届」（様式２－１）（削

除）及び「技能者等届」（様式２－２）に必要書類を添えて提出しなければならない。なお、小

規模工事および少額工事については、浜松市小規模水道工事事務取扱要領（浜松市上下水道部

所管）によるものとする。

受注者は、施工計画書の作成にあたっては、受注した工事の施工フローを作成し、受注した

工事内容に即したものを記載する(定形文をそのまま使用するだけでなく、必要に応じて施工手
順が分かる補足資料を別途作成する)。また、記載する施工方法(配管方法や土留め等)について
は、想定されるリスクやその対応策を十分検討し、安全確実に施工ができる内容とすること。

また、工事中、大規模地震発生を想定した施工現場からの避難等の方法も記載すること。
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2 〈「開削工事（水道工事）」における段階確認及び立会〉 

種 別 細 別 確認内容 確認時期 確認頻度 摘要

管布設工

管据付工 (追記)位置、土被り 完了時（埋戻前） 500m に 1 回

管接

合工

DIP 接

合

受口清掃状況

施工時

500m に 1 回
ﾁｪｯｸｼｰﾄに

よる

滑材塗布状況

ﾎﾞﾙﾄ締付ﾄﾙｸ

接合状況 完了時（埋戻前）

EF 接

合

管及び融着面

清掃状況
施工時

500m に 1 回
ﾁｪｯｸｼｰﾄに

よる

融着面の切削状況

ｲﾝｼﾞｹｰﾀｰ隆起状況

冷却状況 完了時（埋戻前）

DIP 切断･溝切

及び挿口加工

切断・溝切及び

挿口加工状況
施工時 １回以上

接合要領書

による

ＨＰＥ切断 切断状況 施工時 1 回以上
施工ﾏﾆｭｱﾙ

による

不断水工 
水圧テスト

穿孔状況

漏れ、ﾊﾟｯｷﾝ等の異常

の有無

ﾄﾞﾚ-ﾝによる排水状

況、切片確認

割Ｔ字管設置時

（穿孔前）
分水口径ごとに 1 回

仕切弁、切替弁

施工時

本管口径ごとに 1 回

ずつ

給水切替

（取替）工

分水栓建込工

穿孔状況、ﾄﾞﾚ-ﾝによ

る排水状況、穿孔片

の確認 施工時 管種毎、１箇所以上

鋳鉄管

穿孔状況、穿孔片の

確認

VP 管

HPE 管

管据付工

位置、土被り、

管切断、ｺｱ打込、

継手施工状況

完了時（埋戻前） １箇所以上

水圧テスト

（宅内接続

箇所のみ）

漏れ、ﾊﾟｯｷﾝ等の異常

の有無

管布設完了時

（埋戻前）

10箇所未満は1箇所以

上

10 箇所以上 50 個所未

満は 3 箇所以上

50箇所以上は5箇所以

上

〈「開削工事（水道工事）」における段階確認及び立会〉 

種 別 細 別 確認内容 確認時期 確認頻度 摘要

管布設工

管据付工 布設位置、土被り 完了時（埋戻前） 500m に 1 回

管接

合工

DIP 接

合

受口清掃状況

施工時

500m に 1 回
ﾁｪｯｸｼｰﾄに

よる

滑材塗布状況

ﾎﾞﾙﾄ締付ﾄﾙｸ

接合状況 完了時（埋戻前）

EF 接

合

管及び融着面

清掃状況
施工時

500m に 1 回
ﾁｪｯｸｼｰﾄに

よる

融着面の切削状況

ｲﾝｼﾞｹｰﾀｰ隆起状況

冷却状況 完了時（埋戻前）

DIP 切断･溝切

及び挿口加工

切断・溝切及び

挿口加工状況
施工時 １回以上

接合要領書

による

ＨＰＥ切断 切断状況 施工時 1 回以上
施工ﾏﾆｭｱﾙ

による

不断水工 
水圧テスト

穿孔状況

漏れ、ﾊﾟｯｷﾝ等の異常

の有無

ﾄﾞﾚ-ﾝによる排水状

況、切片確認

割Ｔ字管設置時

（穿孔前）
分水口径ごとに 1 回

仕切弁、切替弁

施工時

本管口径ごとに 1 回

ずつ

給水切替

（取替）工

分水栓建込工

穿孔状況、ﾄﾞﾚ-ﾝによ

る排水状況、穿孔片

の確認 施工時 管種毎、１箇所以上

鋳鉄管

穿孔状況、穿孔片の

確認

VP 管

HPE 管

管据付工

（削除）土被り、

管切断、ｺｱ打込、

継手施工状況

完了時（埋戻前） １箇所以上

水圧テスト

（宅内接続

箇所のみ）

漏れ、ﾊﾟｯｷﾝ等の異常

の有無

管布設完了時

（埋戻前）

10箇所未満は1箇所以

上

10 箇所以上 50 個所未

満は 3 箇所以上

50箇所以上は5箇所以

上
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１－１－８ 使用人等の管理 

受注者は、現場代理人、配水管工及び給水管工（以下「現場代理人等」という。）に、下記に

基づく表示をさせなければならない。

［図 １―１］ 

  現場代理人       配水管工      給水管工

工事責任者  配水管工  給水管工
    緑色         青色        黄色

第２章 材  料 

第２節 工事材料の品質 

 (3)  日本工業規格（ＪＩＳ）適合品及び公益社団法人日本水道協会規格(JWWA)適合品は、
その材料が重要または多量でないものについては、受注者が監督員に合格を証明する品質

規格表を提出し、監督員の承諾をもって、前項の立会確認に代えることができるものとす

る。

第４節 配管用資材 

２－４－１   水道用管・弁栓類等 

１ 水道用管・弁栓類及び付属品は、設計図書に定めのある場合を除き、日本工業規格 （Ｊ

ＩＳ）、公益社団法人日本水道協会（ＪＷＷＡ）規格、一般社団法人日本ダクタイル鉄管協

会（ＪＤＰＡ）規格、日本水道鋼管協会（ＷＳＰ）規格、塩化ビニル管・継手協会規格（Ａ

Ｓ規格）及び、配水用ポリエチレンパイプシステム協会規格（ＰＴＣ規格）のいずれかの

規格に適合したもの（以下「規格品」という。）もしくは、部が承認した製品（以下「承認

品」という。）とする。

２－４－２  弁栓類筐・ブロック類 

(追記)設計図書に定めのある場合を除き、部の承認品とする。
(追記) 

１－１－８ 使用人等の管理 

受注者は、現場代理人、配水管工（削除）（以下「現場代理人等」という。）に、下記に基づ

く表示をさせなければならない。

［図 １―１］ 

現場代理人       配水管工 

工事責任者  配水管工    （削除）
緑色          青色 

第２章 材  料 

第２節 工事材料の品質 

 (3)  日本産業規格（ＪＩＳ）適合品及び公益社団法人日本水道協会規格(JWWA)適合品
は、その材料が重要または多量でないものについては、受注者が監督員に合格を証明する

品質規格表を提出し、監督員の承諾をもって、前項の立会確認に代えることができるもの

とする。

第４節 配管用資材 

２－４－１   水道用管・弁栓類等 

１ 水道用管・弁栓類及び付属品は、設計図書に定めのある場合を除き、日本産業規格 （Ｊ

ＩＳ）、公益社団法人日本水道協会（ＪＷＷＡ）規格、一般社団法人日本ダクタイル鉄管協

会（ＪＤＰＡ）規格、日本水道鋼管協会（ＷＳＰ）規格、塩化ビニル管・継手協会規格（Ａ

Ｓ規格）及び、配水用ポリエチレンパイプシステム協会規格（ＰＴＣ規格）のいずれかの

規格に適合したもの（以下「規格品」という。）もしくは、部が承認した製品（以下「承認

品」という。）とする。

２－４－２  弁栓類筐・ブロック類 

１ 設計図書に定めのある場合を除き、部の承認品とする。

２ 前項の規定にかかわらず、使用する材料が規格品及び承認品でないもので、工事を施工す

るうえで必要な場合は、水道技術管理者または水道技術管理補助者の承諾を得なければなら

ない。ただし撤去予定のある仮設配管用材料（再利用品を含む）はその限りではない。
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 (追記) 

第６節 管 接 合 工 

３－６－１   一般事項 

２ 受注者は、使用する管の材質、継手の性質、構造及び接合要領を熟知した、配水管工（「浜

松市における配水管工に関する要綱」第３条第１項各号の場合を除く。）を必ず配置し、接

合作業を行わせなければならない。なお、工事のすべてが配管口径５０ｍｍ以下の配管の

場合は、配水管工に代えて給水管工の配置も可とする。

３ 前項により配置した配水管工または給水管工がＨＰＥ管接合を行う場合は、「水道配水用

ポリエチレン管配管施工講習」を受講したものでなければならない。

３－８－４  不断水工 

 (2) 割Ｔ字管の作業は、使用する材料の材質、継手の性質、構造及び施工要領を熟知した
配水管工または、専門の施工会社に行わせること。なお、専門の施工会社に行わせた場合

は、配水管工を立ち合わせること。ただし、工事のすべてが配管口径５０ｍｍ以下の配

管の場合、配水管工に代えて給水管工での施工も可とする。

３－８－９   給水切替（取替）工 

 (4) 給水切替（取替）工の水圧テストは、宅内接続工 5 箇所につき 1 箇所以上（１．７５
Ｍｐａ/１分間）行うこと。なお、道路接続工のみ及びメーター前後の給水管取替工事の
場合は、水圧テストを不用とする。

２－４－５  給水装置

１ 部の承認品とする。

２ 前項の規定にかかわらず、使用する材料が規格品及び承認品でないもので、工事を施工す

るうえで必要な場合は、水道技術管理者または水道技術管理補助者の承諾を得なければなら

ない。ただし撤去予定のある仮設配管用材料（再利用品を含む）はその限りではない。

第６節 管 接 合 工 

３－６－１   一般事項 

２ 受注者は、使用する管の材質、継手の性質、構造及び接合要領を熟知した、配水管工（「浜

松市における配水管工に関する要綱」第３条第１項各号の場合を除く。）を必ず配置し、接

合作業を行わせなければならない。（削除）

３ 前項により配置した配水管工（削除）がＨＰＥ管接合を行う場合は、「水道配水用ポリエ

チレン管配管施工講習」を受講したものでなければならない。

３－８－４  不断水工 

 (2) 割Ｔ字管の作業は、使用する材料の材質、継手の性質、構造及び施工要領を熟知した
配水管工または、専門の施工会社に行わせること。なお、専門の施工会社に行わせた場合

は、配水管工を立ち合わせること。（削除）

３－８－９   給水切替（取替）工 

 (4) 給水切替（取替）工の水圧テストは、宅内接続工 10箇所未満は 1箇所以上、10箇所
以上 50個所未満は 3箇所以上、50箇所以上は 5箇所以上（１．７５Ｍｐａ/１分間）行
うこと。なお、道路接続工のみ及びメーター前後の給水管取替工事の場合は、水圧テス

トを不用とする。
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３－８－１２   水圧試験工 

(追記)

３－８－１３  その他の不断水工 

(追記)簡易式止水工は、専門の施工会社に行わせること。

(追記) 

基 準 編 

Ⅰ．水道工事施工管理基準 

２ 出来形管理 

   受注者は、土木管理基準に定めのない水道工事の出来形管理については、別表の「出来形管

理基準及び規格値（水道工事編）」により管理しなければならない。

３－８－１２   水圧試験工 

(7) 水圧試験精度を担保するため水道用自記圧力計は、製造メーカーが推奨する頻度で点検
を行うこと。

３－８－１３  その他の不断水工 

（1）簡易式止水工は、専門の施工会社に行わせること。
（2）圧着工法により樹脂管の断水を行う際は、監督員との協議により施工すること。また、
施工箇所には適切な防護措置をすること。

基 準 編 

Ⅰ．水道工事施工管理基準 

２ 出来形管理 

受注者は、土木管理基準に定めのない水道工事の出来形管理については、別表の「出来形管

理基準及び規格値（削除）」により管理しなければならない。
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Ⅱ ．工事記録写真撮影基準 

［表 Ⅱ－１］撮影箇所一覧表（施工状況・出来形管理） 

Ⅱ．工事記録写真撮影基準 

［表 Ⅱ－１］撮影箇所一覧表（施工状況・出来形管理） 
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［表 Ⅱ－１］撮影箇所一覧表（施工状況・出来形管理）            （3） ［表 Ⅱ－１］撮影箇所一覧表（施工状況・出来形管理）            （3） 
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Ⅲ ． 完 成 図 作 成 基 準 
２．図面作成 

２－１ 図面の構成 

＜配管図＞ 

(9) 図面には方位を入れ、平面図との整合がとれるよう工夫をする。（舗装展開図も同様）

［図 Ⅲ－５］ 工事施工量表 

Ⅲ ． 完 成 図 作 成 基 準 
２．図面作成 

２－１ 図面の構成 

＜配管図＞ 

(9) 図面には方位を入れ、平面図との整合がとれるよう工夫をする。（削除）

［図 Ⅲ－５］ 工事施工量表 
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58 ［表 Ⅲ－７］ 表示記号（配管図記号） ［表 Ⅲ－７］ 表示記号（配管図記号） 
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（削除）
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